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まずは、Wheat-Rice-Stone（WRS）を、1 Lの発酵液に対し 50 g、アンモニア濃度 5145 mg- N/L のメ
タン発酵ではメタン収率が 142.7 mL/g-VS、コントロール（WRS無添加）では 82.82 mL/g-VS得られ、メ
タン生産性が 72 ％向上した。メタン生成スタートアップ時間はそれぞれ 20日と 40日であり、メタン生成
スタートアップ時間が 20日間短縮された。さらに、WRSの添加により、揮発性有機脂肪酸の分解、特に
n-HBuの分解が促進され、揮発性有機脂肪酸のリアクタ内部の蓄積や pHの低下を防ぐことが出来た。WRS
から放出された Ca2+、Mg2+、Fe3+/2+、溶液中のNH4+ と PO43-と反応し、アンモニアの沈殿を形成するこ
とによるアンモニア濃度の低減および微量金属塩によるメタン生成菌の活性化により、メタンの生産性が向
上したものと推測される。 
また、TSは 35 %、温度 55 ℃の乾式豚ぷんアンモニア発酵を行った結果、7日間での発酵ではアンモニア
濃度は、初期の 3418 mg/kgから 6313 mg/kgまで上昇した。その後、アンモニア発酵物に対しアンモニア
ストリッピング法を用いてアンモニアの回収を行った。pHのアンモニアストリッピングへの影響やストリ
ッピング後の乾式メタン発酵の生産性について調べた結果、pHは 10.2の場合、最もアンモニアストリッピ




を示した。特に pH8.8と pH10.2のストリッピングの場合、それぞれ 74.8 mL/g-VS と 71.0 mL/g-VSのメ




















平成 27年 1月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
